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湯ノ沢遺跡

１． 遺 跡 の 概 要 　

　 湯 ノ 沢 遺 跡 は 八 戸 市 大 字 櫛 引 字 湯 ノ 沢 ・ 永 森 地 内 に 所 在 し ま す。 遺 跡 の 範 囲 は 東 西     

２ ８ ４m、 南 北 ２ ３ ４m、 総 面 積 は 約 20,000 ㎡ で す。 本 遺 跡 の 標 高 は 75 ～ 105m で、 南 東 か

ら 北 西 に 伸 び る 尾 根 と、 北 方 向 に 流 れ る 沢 地、 お よ び そ の 対 岸 の 緩 斜 面 に 立 地 し て い ま す。

　 本 遺 跡 は 平 成 19 年 の 新 最 終 処 分 場 の 建 設 に 伴 う 試 掘 調 査 に よ り 発 見 さ れ、 平 成 20 年 の 試

掘 成 果 と 合 わ せ て、 縄 文 時 代、 古 代、 近 世 の 集 落 跡 で あ る こ と が わ か っ て い ま す。

２． 今 年 度 の 調 査 成 果

　 今 年 度 調 査 し た 面 積 は 約 10,000 ㎡ で、 検 出 さ れ た 遺 構 は 縄 文 時 代 の 竪 穴 住 居 跡 ４ 棟、 土 坑

約 60 基、陥 し 穴 ４ 基、古 代 の 竪 穴 住 居 跡 ３ 棟、江 戸 時 代 の 掘 立 柱 建 物 跡 ３ 棟、ピ ッ ト 約 250 個、

整 地 跡 で す。 出 土 し た 遺 物 は 縄 文 時 代 の 土 器、 土 製 品、 石 器、 石 製 品、 古 代 の 土 師 器、 江 戸 時

代 の 陶 磁 器、 鉄 製 品、 古 銭 な ど で す。 調 査 区 １ 区 に 古 代 ・ 近 世、 ２ 区 に 縄 文 時 代 の 遺 構 ・ 遺 物

が 多 く 見 ら れ、 ３ 区 に は 遺 構 ・ 遺 物 が 少 な い 傾 向 に あ り ま し た。

　 縄 文 時 代 の 遺 構 で 注 目 さ れ る の が、2 区 の 舌 状 に 張 り 出 し た 尾 根 上 で 検 出 さ れ た 土 坑 群 で す。

土 坑 群 は 大 き く 2 種 類 が み ら れ、 １ つ は 平 面 形 が 楕 円 形 で、 底 面 は 船 底 形 を 呈 し、 掘 り 込 み が

比 較 的 浅 い の も の、 も う １ つ は 平 面 形 が 円 形 で、 断 面 形 は フ ラ ス コ 形 を 呈 し、 掘 り 込 み が 深 い

も の が あ り ま す。 前 者 は 土 坑 の 中 か ら 土 器 や 磨 製 石

斧 が 出 土 し、 そ れ ら は 出 土 状 況 か ら 意 図 的 に 置 か れ

た も の で あ る と 推 測 さ れ ま す。 ま た、 土 坑 の 覆 土 が

埋 め 戻 し 土 で あ る こ と を 考 慮 す る と、 こ れ ら の 土 坑

は お 墓 で あ っ た 可 能 性 が あ り ま す。後 者 の 土 坑 群 は、

木 の 実 な ど の 食 料 を 保 存 す る た め の 貯 蔵 穴 で あ る と

考 え ら れ ま す。

古 代 の 竪 穴 住 居 跡 の う ち Ｓ Ｉ １ 竪 穴 住 居 跡 で は、

カ マ ド の 脇 か ら 完 全 な 形 の 甕 が 出 土 し て お り、 こ の

甕 の 特 徴 か ら 奈 良 時 代 の も の で あ る と 考 え ら れ ま

す。 ま た、 Ｓ Ｉ ６ 竪 穴 住 居 跡 に は 苫 小 牧 火 山 灰 と 十

和 田 a 火 山 灰 が 厚 く 堆 積 し て お り、 こ れ ら の 火 山 灰

は １ ０ 世 紀 前 半 に 降 っ た こ と が 判 明 し て い る の で、

少 な く と も 平 安 時 代 以 前 の 住 居 跡 で あ る こ と が わ か

っ て い ま す。

　 近 世 の 遺 構 は 掘 立 柱 建 物 跡 が ３ 棟 見 つ か っ て い ま

す。SB2 は 土 間 と 考 え ら れ る 硬 い 面 が 検 出 さ れ て い

ま す。SB3 は 庇 を も つ 総 柱 建 物 跡 と 考 え ら れ ま す。

ま た、1 区 の 緩 斜 面 に 建 物 を 建 て る た め に、 切 り 土

を し た 跡（整 地 遺 構）も 見 つ か っ て い ま す。 そ の 他、

建 物 跡 周 辺 で 検 出 さ れ た 多 数 の ピ ッ ト は 建 物 を 構 成

す る 柱 穴 で あ っ た 可 能 性 が あ り ま す。（横 山 寛 剛）

湯ノ沢遺跡地形図
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湯ノ沢遺跡地形図

湯ノ沢遺跡遺構配置図
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田向遺跡

１． 遺 跡 の 概 要 　

　 田 向 遺 跡 は 八 戸 市 田 向 地 区 に 所 在 し、 遺 跡 の 東 側 に は 新 井 田 川 が 流 れ て い ま す。 田 向 土 地 区

画 整 理 事 業 に 伴 い、 平 成 13 ～ 15、17 ～ 20 年 の 計 7 年 間 の 発 掘 調 査 が 実 施 さ れ ま し た。 調 査

総 面 積 は 67,898 ㎡ で ほ ぼ 1 遺 跡 全 体 を 調 査 し て お り、 市 内 で は 最 大 規 模 の 発 掘 調 査 と な り ま

し た。 本 遺 跡 か ら は 縄 文 時 代 早 期 中 葉、弥 生 時 代 前 期、飛 鳥 時 代、平 安 時 代 ～ 近 世 に わ た る 様 々

な 時 代 の 遺 構 ・ 遺 物 が 出 土 し て お り、 長 期 に わ た っ て こ の 土 地 が 利 用 さ れ て い た こ と が わ か り

ま す。 今 回 は、 発 掘 調 査 全 体 の 成 果 の 総 ま と め と し て 紹 介 し ま す。

２． 調 査 成 果

縄 文 時 代 ： 縄 文 時 代 早 期 中 葉 （白 浜 式） の 竪 穴 住 居 跡 24 棟 が 検 出 さ れ ま し た。 こ の 時 代 の 住

居 は、 形 は 長 方 形 で 炉 を 持 っ て い な い こ と が 特 徴 で す。 お そ ら く、 屋 外 で 調 理 な ど を 行 な っ て

い た と 思 わ れ ま す が、 本 遺 跡 で は そ の 痕 跡 は 見 つ か っ て い ま せ ん。 白 浜 式 土 器 は 底 が 平 ら で は

な く、 尖 っ て い ま す （尖 底）、 文 様 は ア カ ガ イ な ど の 貝 殻 を 利 用 し て 描 い て い ま す。

弥 生 時 代 ： 竪 穴 住 居 跡 ５ 棟、 土 坑 16 基 が 検 出 さ れ ま し た。 こ れ ら の 遺 構 は 遺 跡 北 東 側 に 集 中

し て い ま す。 出 土 土 器 の 特 徴 か ら 竪 穴 住 居 跡 は 弥 生 時 代 前 期 後 半 （馬 場 野 Ⅱ 式 期） の も の と 考

え ら れ ま す。 こ れ ら の 住 居 は 円 形 で、 住 居 中 央 に 炉 を 持 っ て い ま す。 炉 は 地 床 炉 や 石 囲 炉 の ほ

か、 土 器 を 埋 め た 土 器 埋 設 炉 が み ら れ ま す。 隣 接 し た 田 向 冷 水 遺 跡 で は 炭 化 し た 米 が み つ か っ

て い る の で、 本 遺 跡 で も 稲 作 を 行 な っ て い た の か も し れ ま せ ん。

飛 鳥 時 代 ： 竪 穴 住 居 跡 3 棟、 竪 穴 遺 構 3 基、 土 坑 1 基 が 検 出 さ れ ま し た。 出 土 土 器 の 特 徴 か

ら 竪 穴 住 居 跡 は 7 世 紀 中 葉 ～ 後 葉 の も の と 考 え ら ま す。 こ れ ら は 遺 跡 南 東 に み ら れ ま す。

平 安 時 代 ： 本 遺 跡 で は こ の 時 代 の 竪 穴 住 居 跡 が 最 も 多 く み ら れ ま す。 竪 穴 住 居 跡 は 60 棟、 竪

穴 遺 構 5 基、 土 坑 8 基 が 検 出 さ れ ま し た。 出 土 土 器 の 特 徴 か ら い ず れ も 9 世 紀 中 葉 ～ 後 葉 の

も の と 考 え ら れ ま す。 こ れ ら の 遺 構 は 主 に 遺 跡 南 側 に 広 が っ て い ま し た。

竪 穴 住 居 跡 は 隅 丸 方 形 で、 壁 際 に は カ マ ド が 設 け ら れ て い ま す。 竪 穴 住 居 の 大 き さ は、 大 型

（約 6 ～ 7m 四 方）、 中 型 （約 4 ～ 5m 四 方）、 小 型 （約 3m 四 方） に 分 け る こ と が で き、 中 型 の

も の を 最 も 多 く み る こ と が で き ま す。 大 型 の も の は 6 棟 ほ ど が 該 当 し ま す が、 鉄 製 品 や 須 恵

器 と い っ た 希 少 価 値 の 高 い 遺 物 が 出 土 す る 傾 向 が み ら れ ま す。 例 え ば、4SI14 竪 穴 住 居 跡 で は、

須 恵 器 の 壺 3 点、 鉄 製 紡 錘 車、 鉄 鏃、 刀 子 が 出 土 し て お り、 本 遺 跡 中 最 も 多 い 出 土 量 と な っ て

い ま す。 ま た、 同 じ く 大 型 の 4SI30 竪 穴 住 居 跡 で は、 特 異 な 遺 物 出 土 状 況 が み ら れ、 住 居 を 廃

棄 す る 際 に 火 を つ け て 燃 や し、 そ の 後、 大 型 の 須 恵 器 の 甕 を 粉 々 に 砕 き、 住 居 の 上 に ま い て い

る 痕 跡 が 認 め ら れ ま す。 一 方 で 最 も 多 く み ら れ る 中 型 の 住 居 で は、 大 型 の 住 居 に は み ら れ な い

よ う な 特 殊 な 遺 物 が 若 干 出 土 し て い ま す (1SI9： 金 銅 製 壺 鐙 （馬 具。 ウ マ に 乗 る 際 に 足 を か け

る 道 具 ）、4SI52： 石 帯 （ ベ ル ト に 着 け る 装 飾 品。 身 分 を 示 す ）4SI65： 金 銅 製 足 金 具 （ 刀 の さ

や に つ け る 道 具）)。

中 近 世 ： 平 安 時 代 と 同 様 に 本 遺 跡 を 特 徴 付 け る 時 代 で す。 遺 構 で は 塀 跡 63 条、 掘 立 柱 建 物 跡

132 棟、 竪 穴 建 物 ・ 竪 穴 遺 構 19 棟、 土 坑 222 基、 土 坑 墓 40 基、 溝 跡 75 条、 井 戸 跡 26 基 が
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田向遺跡調査範囲
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検 出 さ れ て い ま す。 掘 立 柱 建 物 跡 は 7 箇 所 に 集 中 し て み る こ と が で き ま す。 遺 跡 中 央 北 側 の 掘

立 柱 建 物 群 は 15 ～ 16 世 紀 の も の で、 最 も 古 く 位 置 付 け ら れ る も の で す。 周 囲 に 多 数 の 井 戸

跡 や 竪 穴 建 物、 土 坑 な ど が 検 出 さ れ て お り、 他 の 掘 立 柱 建 物 群 と は 明 ら か に 様 相 が 異 な っ て い

ま す。 こ の 場 所 に は 有 力 者 の 館 が あ っ た と い う 言 い 伝 え も あ り、 居 館 跡 で あ っ た 可 能 性 が あ り

ま す。

　 遺 跡 南 半 に み ら れ る 掘 立 柱 建 物 群 は 主 に 18 ～ 19 世 紀 の も の で、 こ の 辺 り に 江 戸 時 代 の 集

落 が あ っ た と 推 測 さ れ ま す。20 基 の 土 坑 墓 が 密 集 し た 墓 地 も こ の 集 落 に 伴 う も の と 考 え ら れ

ま す。 た だ し、 こ れ ら の 家 も 明 治 時 代 初 め に 作 成 さ れ た 地 籍 図 に は 記 さ れ て い な い の で、 江 戸

時 代 末 ま で に 集 落 か ら 畑 地 へ と 土 地 利 用 の 仕 方 が 変 化 し た よ う で す。( 杉 山 陽 亮）

田向遺跡年度毎調査範囲（2001 ～ 2003 年、2005 ～ 2008 年）
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田代遺跡

１． 遺 跡 の 概 要 　

　 田 代 遺 跡 は 八 戸 市 と 階 上 町 の 境 界 に 接 し た、 八 戸 市 南 郷 区 島 守 字 番 屋 に 所 在 し ま す。 遺 跡 周

辺 の 地 形 は 階 上 岳 の 裾 野 に あ た る 高 位 段 丘 で す が、 調 査 区 内 に は 深 い 谷 が 存 在 し、 東 西 方 向 に

伸 び る 尾 根 と 谷 が 交 互 に 並 ぶ よ う に な っ て い ま す。 平 坦 面 は 非 常 に 少 な く、 調 査 区 内 の 標 高 は

200 ～ 225 ｍ と 高 低 差 が あ り ま す。

本 遺 跡 の 調 査 は、 青 森 県 八 戸 市 か ら 岩 手 県 洋 野 町 ま で 延 び る 県 道 八 戸 大 野 線 の 道 路 改 良 事 業

に 伴 い 実 施 し ま し た。 路 線 内 の 調 査 対 象 面 積 は 約 15,000 ㎡ で、 平 成 16 年 度 に 5,500 ㎡、 平 成

17 年 度 に 3,600 ㎡ の 調 査 を 行 っ て い ま す。 今 年 度 は 約 5,700 ㎡ で 調 査 を 行 い ま し た。

　 こ れ ま で の 調 査 成 果 と し て、 縄 文 時 代 早 期 か ら 弥 生 時 代 後 期 ま で、 幅 広 い 時 代 の 遺 物 が 出 土

し て お り、 中 で も 縄 文 時 代 中 期 末 葉 か ら 後 期 初 頭 を 中 心 と し た 時 期 は 集 落 跡 で あ る こ と が 判 明

し て い ま す。 ま た 近 世 の 遺 物 も 出 土 し て い ま す が、 県 道 八 戸 大 野 線 は 久 慈 街 道 に 沿 っ て お り、

田 代 遺 跡 が 田 代 番 屋 跡 に 隣 接 し て い る こ と に 関 連 す る も の と 考 え ら れ ま す。

２． 今 年 度 の 調 査 成 果

　 今 年 度 は 4 地 点 の 調 査 を 行 い ま し た が、調 査 成 果 は 全 て 遺 跡 南 側 の 1 地 点 か ら 得 ら れ ま し た。

検 出 さ れ た 遺 構 は 竪 穴 住 居 跡 22 棟、 土 坑 22 基、 土 器 埋 設 遺 構 1 基、 溝 状 土 坑 2 基 で す。 出

土 し た 遺 物 は 縄 文 土 器、 続 縄 文 土 器、 弥 生 土 器、 石 器、 土 製 品、 石 製 品 で す。

遺 跡 南 側 の 調 査 区 は 谷 に 面 し た 南 向 き の 斜 面 地 で 中 間 に 傾 斜 が 緩 や か に な る 部 分 が あ り ま

す。 緩 斜 面 地 に は 大 型 の 竪 穴 住 居 跡 を 囲 む よ う に 中 ・ 小 型 の 竪 穴 住 居 跡 が 存 在 し、 急 斜 面 に は

主 に 小 型 の 竪 穴 住 居 跡 が 見 つ か り、 こ れ ま で の 調 査 成 果 と 同 じ 傾 向 を 示 し て い ま す。

竪 穴 住 居 跡 に は 火 を 焚 い た 炉 跡 が 見 つ か っ て い ま す。 様 々 な 形 が 見 つ か っ て お り、 今 年 度 最

も 多 か っ た の が 床 の 上 で 直 接 火 を 焚 い た 地 床 炉、 次 い で 板 状 や 棒 状 の 石 で 掘 り 窪 め た 穴 を 囲 ん

だ 石 囲 炉 が あ り、 こ れ ま で の 調 査 で は 半 数 を 占 め て い た 「複 式 炉」 と 呼 ば れ る 形 の も の は 減 っ

て い ま す。 複 式 炉 は 竪 穴 住 居 跡 中 央 か ら 見 る と 斜 面 下 側 に 偏 っ て 造 ら れ て い ま す。 最 も 大 き い

も の で は 地 床 炉、 石 組 部、 前 庭 部 と 3 部 構 成 に な っ て お り、 前 庭 部 は い ず れ も 硬 く 締 ま っ て い

ま し た。 炉 跡 は 竪 穴 住 居 跡 の 大 き さ に 比 例 し て 大 き く な る 傾 向 が あ り、 特 に 大 型 の 第 48 号 竪

穴 住 居 跡 に は 複 式 炉 2 基 を 含 む 大 小 9 基 の 炉 が 造 ら れ て い ま し た。

炉 跡 以 外 で 焼 け た 土 が 見 つ か っ た 竪 穴 住 居 跡 か ら 多 く の 炭 化 材 が 出 土 し ま し た。 第 60 号 竪

穴 住 居 跡 は 炭 化 材 の 上 に 焼 け た 土 が の っ て い た こ と か ら、 屋 根 に 土 が 葺 か れ て い た 可 能 性 が 考

え ら れ ま す。 ま た こ の 竪 穴 住 居 跡 と 第 48 号 竪 穴 住 居 跡 の 壁 際 か ら、 棒 状 の 石 が 立 っ た 状 態 で

出 土 し ま し た。 表 面 に は 特 に 使 用 さ れ た 痕 は あ り ま せ ん で し た が、 縄 文 時 代 の 人 々 が 何 ら か の

意 味 を 込 め て 立 て て い た と 考 え ら れ ま す。

　 遺 物 は 主 に 竪 穴 住 居 跡 が 埋 ま る 途 中 の 窪 み に 捨 て ら れ て い ま し た。 遺 構 の 時 期 を 決 め る 床 面

の 土 器 に は 文 様 が つ い て い な い も の が 多 く、 こ れ ま で の 調 査 結 果 と 同 様 の 傾 向 を 示 し て い ま

す。 変 わ っ た 遺 物 と し て、 第 51 号 竪 穴 住 居 跡 の 堆 積 土 か ら 赤 色 顔 料 を 貯 め て い た と 考 え ら れ

る 壺 が 出 土 し ま し た。 少 々 い び つ な 形 を し て お り、 土 器 の 表 面 に は 広 葉 樹 の 葉 脈 痕 や 指 の 跡 が

明 瞭 に 観 察 で き ま す。 こ れ ま で の 調 査 で も 赤 く 塗 ら れ た 土 器 が 出 土 し て お り、分 析 の 結 果、「ベ

ン ガ ラ」 で あ る こ と が 判 明 し て い ま す。 赤 く 塗 ら れ た 遺 物 と、 赤 色 顔 料 を 貯 め て い た 壺 の 存 在

は、 こ の 集 落 の 中 で モ ノ を 赤 く 塗 る 行 為 が 行 わ れ て い た 可 能 性 が あ る こ と を 示 す も の で す。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（浅 田 　 智 晴）
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第 51 号竪穴住居跡出土土器　赤色顔料入り壺形土器　出土状況

 

(平成 16年度) 

(平成 17年度) 

(今年度調査) 

(今年度調査) 

田代遺跡　南区遺構配置図
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「風張 (1) 遺跡と是川遺跡について」

　 新 井 田 川 流 域 に は、 旧 石 器 時 代 か ら 近 世 に 至 る ま で 数 多 く の 遺 跡 が 所 在 し ま す。 風 張 (1) 遺

跡 ・ 是 川 遺 跡 も そ の 流 域 に お け る 一 つ の 遺 跡 で す。 風 張 (1) 遺 跡 は 新 井 田 川 の 右 岸 ・ 是 川 遺 跡

( 一 王 寺 ・ 掘 田 ・ 中 居 遺 跡 ) は 左 岸 に 位 置 し ま す。 風 張 (1) 遺 跡 と 中 居 遺 跡 の 間 は 直 線 距 離 に し

て わ ず か 700 ｍ 程 度 で、 お 互 い 見 渡 せ る よ う な 距 離 に あ り ま す。

　 し か し、 こ れ ら の 遺 跡 で は 主 体 的 に 出 土 す る 土 器 の 年 代 が 異 な っ て い る こ と か ら、 同 時 期 に

集 落 が 営 ま れ た わ け で は あ り ま せ ん。

　 風 張 (1) 遺 跡 は、 縄 文 時 代 後 期 中 葉 か ら 末 葉 ( 十 腰 内 Ⅲ ～ Ⅴ 式 ) に か け て 営 ま れ た 遺 跡 で す。

一 方、 中 居 遺 跡 は 縄 文 時 代 後 期 中 葉 の 竪 穴 住 居 跡 も 確 認 さ れ て い ま す が、 主 に 晩 期 ( 大 洞 B ～

A´ 式 ) を 中 心 と し、 風 張 (1) 遺 跡 に 後 続 す る 年 代 の 遺 跡 と 考 え ら れ ま す。 ま た、 中 居 遺 跡 は

弥 生 時 代 前 期 初 頭 ま で ( 砂 沢 式 ) 継 続 し ま す が、 風 張 (1) 遺 跡 に は 砂 沢 式 に 後 続 す る 住 居 ( 馬 場

野 Ⅱ 式 ) が 出 現 し ま す。 つ ま り、 両 遺 跡 の 営 ま れ た 時 期 を 時 系 列 順 に 追 っ て み る と、 風 張 → 中

居 → 風 張 と い う 連 続 性 が 読 み 取 れ る わ け で す。 こ の よ う に 風 張 (1) 遺 跡 と 中 居 遺 跡 は 切 っ て も

切 れ な い 関 係 に あ り ま す。

　 そ の 他、是 川 周 辺 に は、館 平 遺 跡 ( 縄 文 時 代 早 期 中 葉 )、赤 御 堂 遺 跡 ( 早 期 後 葉 )、一 王 寺 遺 跡 ( 前

期 前 葉 か ら 中 期 中 葉、円 筒 下 層 ａ ～ 上 層 ｃ 式 )、石 手 洗 遺 跡 ( 中 期 中 葉 ～ 後 葉 )、松 ケ 崎 遺 跡 ( 中

期 後 葉 ) の 大 遺 跡 が 所 在 し ま す。（村 木 淳）

　

合掌土偶国宝指定記念発表

風張 (1) 遺跡
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合掌土偶が出土した第 15 号竪穴住居跡
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林ノ前遺跡

１． 遺 跡 の 概 要 　

　 林 ノ 前 遺 跡 は、 八 戸 市 北 西 部 の 尻 内 町 熊 ノ 沢 地 区、 浅 水 川 左 岸 の 舌 状 台 地 上 に 位 置 す る 平

安 時 代 の 遺 跡 で す。 こ れ ま で の 調 査 に よ っ て、 台 地 上 と 北 西 に 面 し た 斜 面 に 10 世 紀 中 葉 ～ 11

世 紀 前 半 に か け て の 集 落 が ひ な 壇 状 に 営 ま れ、 鉄 や 銅 の ほ か、 金 ・ 銀 も 含 め た 金 属 製 品 の 製 作

が 行 わ れ て い た こ と が 知 ら れ て い ま す。

　 八 戸 市 教 育 委 員 会 で は 平 成 13 年 か ら 継 続 的 に 調 査 を 行 い、 こ れ ま で に 竪 穴 住 居 跡 ・ 竪 穴 遺

構 81 棟、 土 坑 335 基 等 の 多 く の 遺 構 が 見 つ か っ て い ま す。 今 年 度 は、 竪 穴 住 居 跡 14 棟、 土

坑 24 基、 整 地 遺 構 1 か 所、 溝 跡 3 条、 溝 状 土 坑 3 基 を 検 出 し ま し た。

出 土 遺 物 は、 土 師 器 ・ 須 恵 器 ・ 鉄 製 品 ・ 石 製 品 ・ 鉄 滓 等 の 平 安 時 代 の 遺 物 の ほ か、 縄 文 時 代

早 期 の 土 器 片 も 多 数 出 土 し ま し た。 今 回 は、 今 年 度 の 調 査 成 果 か ら、 特 徴 的 な 遺 構 ・ 遺 物 に つ

い て 紹 介 し ま す。

２． 竪 穴 住 居 内 で 検 出 さ れ た 鍛 冶 遺 構

今 年 調 査 を 行 っ た SI96 竪 穴 住 居 跡 で は、 床 中 央 に 直 径 約 26cm、 深 さ 6cm の 鍛 冶 炉 と み ら れ

る 掘 り こ み を 検 出 し ま し た。 掘 り こ み 中 央 に は 溶 け た 鉄 滓 が 薄 く 固 ま っ た 層 が み ら れ、 周 囲

の 土 は 赤 く 焼 け て い ま す。 隣 に み つ か っ た 直 径 約 20cm、 深 さ 20cm の ピ ッ ト （小 穴） か ら は、

鍛 冶 の 際 に 排 出 さ れ る 鍛
たんぞうはくへん

造 剥 片 が 検 出 さ れ ま し た。 住 居 内 で 小 規 模 な 鍛 冶 を 行 っ て い た こ と が

わ か り ま す。 こ の 住 居 か ら は、 ほ か に も 床 を 掘 り こ み、 火 を 焚 い て 埋 め 戻 し た 土 坑 も 見 つ か っ

て い ま す。

３． 特 徴 的 な 遺 物

　 林 ノ 前 遺 跡 で は、 鉄 鏃 ・ 刀 装 具 と い っ た 武 具 か ら、 鎌 ・ 手 鎌 ・ 鋤 先 ・ 紡 錘 車 な ど の 農 耕 具 ・

生 産 用 具 を 含 む 多 様 な 鉄 製 品 が 出 土 し て い ま す。

　 今 年 度 の 調 査 で は、 錫
しゃくじょうじょうてつせいひん

杖 状 鉄 製 品 と 呼 ば れ る 鉄 製 品 が ２ 点 ず つ、 ２ 基 の 遺 構 で 見 つ か り ま し

た。 錫 杖 状 鉄 製 品 は、 頭 部 に 羊 角 状 に 丸 め た 環 を 作 り、 棒 状 ・ 角 柱 状 の 基 部 を も つ 鉄 製 品 で、

頭 部 の 環 に は 板 を 丸 め た 筒 状 の 「鐸
たく

」 が 「遊
ゆうかん

環」 に よ っ て 装 着 さ れ ま す。 用 途 は 不 明 で す が、

錫 杖 と 同 様 に 振 っ て 音 を 鳴 ら す 祭 祀 具 の 一 種 と 考 え ら れ、 特 に 北 東 北 で の 出 土 例 が 多 く 知 ら れ

て い ま す。

　SI92 竪 穴 住 居 跡 で は、 住 居 が 埋 め 戻 さ れ た 土 の 途 中 に、 や や 離 れ て ２ 点 見 つ か り ま し た。 ２

点 は、 頭 部 に 遊 環 が 2 点 づ つ 装 着 さ れ、 鉄 鐸 が 付 属 し て い ま せ ん。 大 き さ・特 徴 が よ く 似 て い

る た め、 一 対 と み ら れ ま す。 出 土 状 況 か ら、 住 居 が あ る 程 度 埋 ま っ た 段 階 で 置 か れ た、 ま た は

投 げ 込 ま れ た と 考 え ら れ ま す。

　SK346 土 坑 は、 直 径 1.5m の 円 形 の 土 坑 で、 土 坑 底 面 で 2 点 の 錫 杖 状 鉄 製 品 が 重 な っ た 状 態

で 出 土 し ま し た。 頭 部 に は 鉄 鐸 と 遊 環 が 2 点 づ つ 装 着 さ れ て い ま す。

錫 杖 状 鉄 製 品 は、 こ れ ま で の 林 ノ 前 遺 跡 の 調 査 で も 出 土 し て い ま す が、 遊 環 ・ 鉄 鐸 が 付 属 し

た 完 全 な 形 で 出 土 し た も の は な く、 八 戸 市 内 で は 上
かみならさき

七 崎 遺 跡 に つ い で 2 例 目 の 出 土 例 で す。 ま

た、 錫 杖 状 鉄 製 品 と 鍛 冶 遺 構 に は 相 関 関 係 が 指 摘 さ れ て お り、 特 異 な 出 土 状 況 も 含 め、 林 ノ 前

遺 跡 の 検 討 を 進 め て い く う え で 貴 重 な 資 料 と な り ま し た。( 船 場 　 昌 子 )

紙上発表



－ 13 －

SI96完掘　中央に鍛冶炉が検出されました

SI96鍛冶炉・ピット　
左：鍛冶炉には鉄滓が薄い層をなしています。
右：ピットからは鍛造剥片が見つかりました。

SI92錫杖状鉄製品出土状況

SK376錫杖状鉄製品出土状況

上七崎遺跡出土錫杖状鉄製品(縮尺1/3）

遊環
鉄鐸

SK376錫杖状鉄製品拡大

↓
↓

平成21年度調査区全体

SI96

SI92

SK376SI96→

SI92
→

←SK376
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報告会次第

13：00　開場・受付開始

13：30　開会挨拶

13：35　21 年度調査概要

13：40　調査成果報告　湯ノ沢遺跡

14：00　調査成果報告　田向遺跡

14：20　10 分休憩

14：30　調査成果報告　田代遺跡

14：50　発表「風張 (1) 遺跡と是川遺跡について」

15：20　質疑応答

15：35　閉会挨拶

15：40　閉場


